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第
六
回
青
森
県
・
げ
ん
ね
ん

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
高
賞
の
「
ロ
ボ
ヲ
ノ
大

賞
」
を
受
賞
し
た
発
明
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
三
月
七
日
、
成
田

市
長
を
訪
間
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
立
侵
武
多
を
模
し

た
十
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
「
花
火
、
 

灘
子
、
登
り
竜
」
な
ど
の
演
技

で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
太

田
光
さ
ん

（
五
一
中2
年
）
は
、
 

「ま
と
ま
り
の
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
演
技
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
で
受
賞
し
た
と
思
い
ま
す
」
 

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ー
ど
う
も
あ
り
が
とう
 

嘗

ご
ざ
い
ま
し
た
5
 ／議
・
 

五
所
川
原
市
議
会
第
一
回
定
例
会
が

二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
四
日
ま
で
九

日
間
行
わ
れ
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
消

防
事
務
組
合
な
ど
一
部
事
務
組合
の
規

約
の
変
更
や
平
成
十
六
年
度
一
般
会計

補
正
予
算
な
ど
二
十
五
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
し閉
会
し
ま
し
た
。
 

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

◇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
 
九
件
 

（
平
成
十
六
年度
五
所
川
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
）
（
西
北
五
環境
整
備
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の

増
加
及
び
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
）
（ふ
る
さ
と
交

流
圏
民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
ふ
る

さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
）
（
西
北
五広
域
福

祉
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
数
の
増
加
及
び
西
北
五
広
域
福
祉
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
）（
青
森

県
市
長
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
増
加
に
つ
い
て
）
（
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
 
 青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
）（
青
森
県市
町
村

等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
減

及
び
青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
）
（青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び

青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
）
（
五所
川
原
市
市
営
住
宅
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
）
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

・

一
般
会
計
は
、八
百
八
万
五
千
円

を
減
額
し
て
総
額
百
九
十
七
億
四
千
四

百
八
十
四
万
五
千
円
に
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
 

◇
公
立
金
木
病
院
組
合
（
の
五
所
川
原

市
の
加
入
に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
に
つ
い

て
 

◇
五
所
川
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
地
域
合
併
協
議
会
の
廃
止

に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森

県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
 

◇
青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森
県
市
町
村

等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
津
軽

広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
 

◇
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
規

約
を
変
更
す
る
規
約
案
 

◇
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
に

つ
い
て
 

宴
駿
野
局
）
ポ
町ト
 
回
ポ
⑨
ン
  太賞
に
輝
く
 

五
所
川
原
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 
⑨
老
人

ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
千
葉
慶
一
郎
さ
ん
（
旭
町七
五
）H
十
 
〇
つ

る
の
こ
保
育
園
（
下
山
茂
元
園
長）
 

万
円
（
故
人
、
父
・
千
葉
勝
贋
の
遺
 

H
訪
間
（
遊
戯
・
太
鼓
演
奏
）
。
 

志
に
よ
る
）
。
 

,
 

【
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飯
 
積
 

轟
 
曾
  
（
代
表
和
島

勇
人

）
 

>
 

漆

川
虫

お
く
り
保
存
会

（
会
長加
藤
喜
代
太
郎
）
 

昭
和
三
十
九
年
に
市
の
祭
り
に
虫

お
く
り
が
登
場
し
て
以
来
、
今
日
ま

で
参
加
し
、
こ
の
地
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
虫
お
く
り
の
保
存
継
承
に
努

め
、
夏
祭
り
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
し
て
い
る
。
 

獅
子
舞
が
先
頭
、
そ
の
後
に
笛
、
 

太
鼓
、
鉦
が
続
き
、
虫
が
最
後
に
な

っ
て
行
列
を
つ
く
っ
て
練
り
歩
く
。
 

子
ど
も
会
が
山
車
を
引
き
、
総
勢
七
 

飯
詰
地
区
に
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
た
虫
お
く
り
を
復
活
さ
せ
、
地

域
住
民
一
致
協
力
し
守
り
続
け
保
存

継
承
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

飯
詰
の
虫
お
く
り
は
、
幕
末
頃
に

は
毎
年
行
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
 

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
続
け
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
十
二
年
を
最
後
に
途

絶
え
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
数
回
単
発
的
に
祭
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年

村
の
若
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
再
び

虫
お
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
 

十
、
八
十
人
。
特
に
獅
子
舞
は
、
ほ

か
の
団
体
に
な
く
、
祭
り
に
色
を
添

え
て
い
ま
す
。
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今
年
は

虫
お
く
り
 

ー
ー
．
‘
 

一
ーー
 
飯
 
積
 

轟
 
含
 

平
成
十
六
年
度
五
所

川
原
市
伝
統
文
北
功
労
賞
餐

ド
 

A 

A 

団
体
 

二
月
二
十
五
日
、
十
六
年
度
の
市
伝
統

文
化
功
労
賞
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ

れ
、
ク奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
）
に参
加

し
て
い
る
漆
川
虫
お
く
り
保
存
会

（
加

藤
喜
代
太
郎
会
長
）
と
飯
積
轟
曾

（和

島
勇
人
代
表
）
の
二
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
各
代
表
に
手
渡
さ
れ

「昨
今
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
虫
お
く
り
の

担
い
手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
 

祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め
ふ
る
さ
と
五
所

川
原
の
伝
統
文
化
の
振
興
、
発
展
に
さ

ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
受

賞
者
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
加
藤
会
長
が
 

「本
日
の
栄
誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
大

き
な
励
み
に
し
て
虫
お
く
り
の
保
存
継

承
に
努
め
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

同
賞
は
、
平
成
四
年
に
制
定
さ
れ
、
 

本
市
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を

保
存
、
発
展
さ
せ
、
世
代
へ
継
承
す
る

こ
と
に
貢
献
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
に

贈
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
十
六
個
人
と
十
一

団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
 



イ共同駐車場整備
プロジェクト 

夜間閉店後の通行者に対する明
るさの提供とまちのPR. 

立

倭

武

多

に
会

え
る

ま
ち

五

所

川
原
 

商店街循環バス
事業 

ン
フ
ト
事
業
 

る効果 期 

期待される効果 

通年の中心市街地への集客・賑

わし、づくり。 

商業の担い手・起業家の育成。 

賑わいの創出。中心市街地の回
遊性の向上、滞留時間の延長。 

空き店舗活用
事業 

ノ 

へ、 

テナント・ミックス
管理事業 

娠嚢馴置掲局賢犀驚急旨 

イベント事業 

八 

集客性の向上。商店街間回遊性
の確保 

買い物によるポイントカードと駐
車場・バス利用券の併用により、 
集客性の向上。 

、 
多機能ポイント

カード 

店舗ファサード
演出事業 ノ 

五所川原の歴史、文化の創出とPR。ー 
街なかC'計画

事業 

上。施設利用 駐車場利用率の向
率の向上。 

中心市街地まちなか居住推進。 

回遊型歩行者空間の形成。活性

化施設の集客増。 

	ノ 

幹線道路沿道
環境整備事業 

多業種の集合による賑わいの創出。 

機能の充実。 

地場産品のPRと消費拡大。飲食 

、 

	ノ 

市場館整備
ブロジェクト 

住居系施設整備
プロジェクト 

HOT（仮設店舗村）、 
ブロジェクト 

自世 

ー
一
 

 【
 

一
 

一
 

ど
う
や
っ
た
ら

「
人
の
集
ま
る
ま
ち
」
 

「行
っ
て
み
た
い
ま
ち
」
に
な
る
の
か
課

題
に
つ
い
て
整
理
し
て
き
ま
し
た
。
 

か
つ
て
、
中
心
市
街
地
は
西
北
五
の

中
核
商
業
都
市
と
し
て
、
政
治
、
経
済
、
 

文
化
、
教
育
な
ど
に
お
い
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
既

存
商
店
街
の
空
洞
化
が
深
刻
な
問
題
と
 

二
月
七
日
、
市
で
は
五
所
川
原
商
工

会
議
所
が
策
定
し
た
「
五
所
川
原
市
T
 

M
o
構
想
」
を
認
定
し
、
商
工
会
議
所

が
T
M
o
（ま
ち
づ
く
り
機
関
）
と
な

り
ま
し
た
。
 

商
工
会
議
所
で
は
、

T
M
〇
構
想
を

申
請
す
る
ま
で
に
、
検
討
委
員
会
や
ワ
 

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
開
催
す
る

中
か
ら
問
題
点
、
疑
問
点
を
出
し
合
い
 

応
》ピ加
りq
，
聞
げて
旬
 

q
〔、
、α）
乞
「ン
、
～
位
川
 

f
 

ー
了
舟
＠
マ
》
し
よ
薄

へ
 

な
り
ま
し
た
が
、
「立
侵
武
多
の
館
」
が

建
設
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
商
都

復
活
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
、
T
M
O
 

構
想
策
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
商
工
会
議
所
が
T
M
o
ご

し
ょ
が
わ
ら
に
な
り
、
あ
き
ん
ど
パ
ワ
 

ー
を
結
集
し
て
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
・

立
侯
武
多
に
会
え
る
ま
ち
五
所
川
原
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。
 

司
」
 

一
 

目
〈
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一
 
廿
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「
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話
さ
れ
た
主
な

内
容
（
抜
粋
）
 

問
題
点
 
こ
れ

だ
け
落
ち
込
ん
で
い
 

て
も
こ
の
商
店
街
は
再
生
す
る
の
か
。
 

ー
店
そ
の
も
の

の
問
題

（
日
・
祭

日
に
商
店
が
閉
ま
っ
て
い
る
。
 

閉
店
が
早
い
。
）
 

2
ま
ち
の
機
能
な
ど

ま
ち
全
体

の

問
題
（
駐
車
場
が
不
便
。
路
E
 

駐
車
が
多
い
。
）
 

3
地
域
的
問
題
（
住
民
が
少
な
い
。
 

経
営
者

e
高
齢
化
社
会
に
よ
り

活
気
が
な
い
。
行
っ
て
み
た
い

ま
ち
に
な
っ
て
な
い
。
）
 

4
今
後
予
想
さ
れ
る
問
題
（
ェ
ル

ム
の
街
な
ど
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
商
店
街
に
す
る
の
か
。
 

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
に
渡
っ
て
の
対
応
が
難
し
い
。）
 

疑
問
点
 
こ
れ
だ
け
の
不
安
や
疑
問
が
渦
巻
く
中
で
ど
の
よ
う
 

に
地
元
を
取
り
ま
と
め
事
業
を
進
め
る
の
か
。
 

ー
ま
ち
づ
く
り
へ
の
不
安
や
疑
問
（
ど
う
や
っ
た
ら
人
が
集

ま
る
の
か
。
）
 

2
ま
ち
が
落
ち
込
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。
 

3
地
権
者
の
気
持
ち
（
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
展
望
が
も
て

る
の
か
。
）
 

4
区
画
整
理

へ
の
疑
問

（
商店
街
と
し
て
区
画
整
理
す
る
の

か
、
居
住
地
と
し
て
考
え
る
の
か
。
）
 

課
題
 
商
店
街
活
性
化
の
た
め
に

は
地
元
を
ま
と
め
区
画
整
理

手
法
で
ま
ち
を
再
生
す
る
。
 

商
店
街
活
性
化
へ
の
課
題
 

ー
商
業
の
中
身

（
不
足
業
種
、
人
気
業
種
の
誘
致
）
 

2
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
（
ア
ー
ケ
ー
ド
の
必
要
性
、
広
場
の
配

置
）
 

3
街
区
の
機
能
構
成
（
個
店
の
並
び
、
空
き
店
舗
の
活
用
）
 

4
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ

（
通
過型
の
観
光
で
な
く
滞
在
型
に

す
る
手
法
）
 

5
集
客
力
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
老

人
等
福
祉
型
住
宅
、
居
住
人
口
を
増
ゃ
す
。
）
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縦
覧
帳
簿
で
 

あ
な
た
の
固
定
資
産
を
 

確
認
し
て
く
だ
さ
い
H
 

税
務
課
 
内
線
4
2
2
 

小
さ
な
掛

金
・
大
き

な
補
償
 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
う
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 
内
線
5
6
1
 

「
道
路
ふ
れあ
い
月
間
」
 

標
語
募
集
 

市
税
の
ロ
座
振
替
 

盾
濃
腿
撫
捜
す
 

収
納
課
 
内
線
4
3
7
・
4
3
8
 

忘
れ

な
い
便
利
な
制
度

5
 

雛雛鵬 
介護保険料第9期 

の納付期限です 

忘れずに納め 

ましょう 

介護福祉課内線273 

耕
作
証
明
な
ど
証
明
書

の
発
行
停
止
に
つ
い
て
 

農
業
委
員
会
 
内
線
2
4
3
 

二
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
次
の
期

間
中
、
農
業
委
員
会
で
証
明
す
る
各
種

証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

◇
発
行
停
止
期
間
 

3
月
2
8日
囲
、
4
月
1
5日
国
 

※
た
だ
し
、
各
種
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
 

従
来
ど
お
り
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

国
土
交
通
省
道
路
客
道
路
交
通
管
理
課

公
0
3
（
鄭
）8
1
1
ー
 

◇
テ
ー
マ
 
道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ

ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
（
み
ん
な

が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常

に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
）
。
 

◇
応
募
締
切
 
3
月
3
1日
困
必
着
 

<）応
募
方
法

〈
は
がき
〉
1
枚
に
標
語
 

1
点
と
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

性
別
・
年
齢

・
職
業
を
記
入
し郵
送
。
 

〒
1
0
2
1
0
0
8
2
 
東
京
都
千

代
田
区
一
番
町
1
0番
6
号
一
番
町
野

田
ビ
ル
5
階
 
道
路
広
報
セ
ン
タ

ー
 

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
膏
P
s【
『ls
s
l

・

す
》ls・8

・iPか
y
o
u
g
o『in
de
x・ht邑

※
各
賞
に
賞
状
、
盾
及
び
副
賞
を
贈
呈
。
 

平
成
1
7年
度
か
ら
の
市
税
は
口
座
振

替

（
自動
振
込
）
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
希
望
さ
れ
る
方
か

ら
の
申
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

◇
口
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

市
県
民
税

（個
人
の
普
通
徴
収
分
）
 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
 

国
民
健
康
保
険
税
 

◇
取
扱
金
融
機
関
等
 

青
森
銀
行
本
支
店
、
郵
便
局
 

市
内
の
金
融
機
関

（
み
ち
のく
銀
行
、
 

東
奥
信
用
金
庫
、
あ
お
も
り
信
用
金

庫
、
東
北
労
働
金
庫
、
青
森
県
信
用

組
合
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協
、
津

軽
北
部
農
協
毘
沙
門
出
張
所
）
 

《
申
込方
法
》
 
納
税
通
知
書
、
預
貯

金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
鑑
を
持
参

し
、
市
内
の
各
金
融
機
関
等
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
教
育
委
員

会

事
務
局
移
転
の
お

知
ら
せ
 

こ
の
度
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
3
 

月
2
2日
因
か
ら
次
の
と
お
り
移
転
し
ま

す
。
な
お
、転
入
学
等
の
受
付
は
、今
ま

で
ど
お
り
五
所
川
原
庁
舎
で
行
い
ま
す
。
 

〈
移
転
先
〉
金
木庁
舎
内
 

金
木
町
大
字
金
木
字
朝
日
山
3
2
3
 

公
（5
3)2
1
1
1
 闘
（
5
3)2
9
9
5
 

市
民
課
窓
ロ
よ
り
お
知
ら
せ

内
線
2
0
3
5
2
0
5
 

「
3
月
2
6日
の
土
曜
開
庁
」
業
務
は

休
止
い
た
し
ま
す
 

毎
週
土
曜
日

（午
前
中
）
市
民
課
窓

口
業
務

（
一部
）
の
取
扱
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
3
月
2
6日
は
金
木
町
、
市
浦

村
と
の
合
併
準
備
の
た
め
、
住
民
票
・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
交
付
を
休
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
平
成
1
7年
度
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
 

（
以下
、
縦
覧
帳
簿
と
い
う
）
を
次の
日

程
に
よ
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 

縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
の
課
税
（
固

定
資
産
税

・
都
市計
画
税
）
の
基
礎
と

な
る
価
格
等
を
あ
ら
か
じ
め
所
有
者
に

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
間
を
設

け
、
縦
覧
帳
簿
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
 

昨
年
中
に
土
地

・
家
屋
を
所
有
権
移

転
さ
れ
た
方
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
縦
覧
し

ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
縦
覧
帳
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧

期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
た
日
後
6
0日
ま
で
の
間
に
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
路
線
価
等
の
公
開
も
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

◇
縦
覧
期
間
 
4
月
1
日
国
、
5
月
3
1
 

日
因
 
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
 

・

祝
日
は
除
く
。
 

◇
縦
覧
時
間
 
8
時
3
0分

、
1
7時
1
5分
 

◇
縦
覧
場
所
 
市
役
所
3
階
 
税
務
課
 
 

ス
ポ
ー
ッ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
 

・

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域

活
動
等
を
行
う
5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
や
指
導
者
の
方
々
が
、
安
心
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
傷
害
保
険
と

賠
償
責
任
保
険
及
び
共
済
見
舞
金
を
組

み
合
わ
せ
た
総
合
補
償
制
度
で
す
。
 

◇
保
険
期
間
 

4
月
1
日
国
、
1
8年
3
月
3
1日
圏

※
既
に
受
付
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
1
 

日
以
降
に
掛
金
を
振
り
込
ん
だ
場
合

は
、
保
険
の
効
力
発
生
が
翌
日
か
ら

と
な
り
ま
す
。
 

◇
掛
金
 

・

中
学
生
以
下
、
成
人
の
文
化
活
動
団

体

・
・5
0
0円
 

・

老
人
ク
ラ
ブ
団
体

…
8
0
0
円
 

・

成
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
団
体
 

…
1
5
0
0
円
 

◇
補
償
金
 

・

入
院
1
日
に
つ
き

…
4
0
0
0円

※
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
8
0
0円
 

・

通
院
1
日
に
つ
き
…
1
5
0
0円

※
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
0
0
0円

◇
間
い
合
わ
せ
先
 
助
ス
ポ
ー
ッ
安
全

協
会
青
森
県
支
部
 
”
0
1
7
（
観
）
 

6
9
8
4
ま
た
は
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
。
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廿
（3
5)2
 つJ
o
q
〕
 

労
働
基

準
監

督
官
募

集
 

青
森
労
働
局
総
務
課
人
事
係
 

公

0
1
7

（
川
）
4
1
1
1
 

仙
台
国
税
局
人
事
第
ニ
課
 

"
O
N
N（
鰯
）1
1
1
1内
線
3
N
3
6
 

税
務
職
員
募

集
 

（
大
学
卒
業
程
度
）
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
り

愛
車
の
住
所
変
更
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 
納
税
課
 

。
頭

）2
1
1
1
 内
線
2
l
o
・
2
1
1
 

献

菰
）
2
1
l
o
 

五
所

川
原
ろ

う
あ

協
会
 

公
（
3
5)
6
7
6
2
 

山

田
 

献

（
2
9)
3
7
2
9
 

工
藤
 

,
 
一
 

!
 

脇 知 里 
~ 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
（
消
印
有
効
）
 

4
月
1
日
国

、
1
5日
国
 

※
受
験
資
格
や
試
験
期
日
な
ど
、
詳
細

は
青
森
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事

係
、
ま
た
は
五
所
川
原
労
働
基
準
監

督
署
ま
で
。
 

労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
守
る
厚
り
 

労
働
省
の
専
門
職
員

「
労
働
基
準
監
督
 

官
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
 

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
適
正

課
税
の
維
持
と
租
税
収
入
の
確
保
に
努

め
る
「
国
税
専
門
官
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 

五
所
川
原
税
務
署
総
務
課
 

廿
（3
4)3
1
3
6
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
（
消
印
有
効
）
 

4
月
1
日
圏
、
1
5日
国
 

※
受
験
資
格
や
試
験
期
日
な
ど
、
詳
細

は
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
、
ま
た

は
五
所
川
原
税
務
署
総
務
課
ま
で
。
 

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
原
則

と
し
て
4
月
1
日
現
在
の
自
動
車
登
録

の
住
所
に
お
届
け
し
ま
す
。
 

引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
運
輸
支
局
で
住
所
の
「
変
更
登
 

●

4
月
6
日
か
ら
5
月
2
5日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
 
1
8時
3
0分

、
2
0時

中
央
公
民
館
 

◇
対
象
…
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
を
有
し
、
ろ
う
あ
者
及
び
手

話
通
訳
者
と
交
流
し
た
い
方
。
 

手
話
が
分
か
ら
な
い
難
聴
及
び
中
途

失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
を
学

び
た
い
方
。
 

◇
内
容
・
・
①
手
話実
技
 

の
交
流
（
ゲ
ー
ム
 
手
話
コ
ー
ラ
ス
等
）
 

③
講
話
（
聴
覚
障
害
者
・
手
話
通
訳
・

手
話
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て
）
 

◇
受
講
料
・
・
血
一
料（
入門
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
1
2
0
0
円
）
 

五所川原消防署管内2月の火災、救急救助出動件 単位:) 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成17年 4 5 103 235 3 5 
平成16年 4 6 115 226 5 6 
比 	較 0 L1 L 12 9 L、2 t1 
平成16年度統ー標語 

競i観飛？いプ心心智認りてみて 
問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-201  9（内線 23) 

納税国知書脇 

師住需ピ 
疑時取6渇し窃ラ』 

録
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
 
「変
更
登
録
」
 
の
手続
き
を
3
 

月
中
に
で
き
な
い
場
合
は
、
市
役
所
市

民
課
に
あ
る
住
所
変
更
届
（
は
が
き
）
 

を
五
所
川
原
県
税
事
務
所
（
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
く
か
、
電

話
に
よ
り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
自
動
車
税
の
住
所
変
更
は
、
 

県
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
し
て
い

ま
す
。
 

ht
tP】
『lw
w
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r
e
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e
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納税 

耳 i成っ 17年度 市・県民税嘩 3告杜談＝程表（3 月後半） 
地区 月 日 曜 対 	象 	区 	域 時 問 相 	談 	会 	場 電 話 

三好
中川 

3/16 水
  

三好・中川 

9:20--12:00 
13:00～巧】00 

コミュニテイセンター三好 36-2014 

飯詰 3/17 木 飯詰 コミュニテイセンター飯詰 37-2141 

毘沙門 3/18 金
  

毘沙門 毘沙門・長富コミュニテイセンター 36- 2013 

綴
  

3 /22 火
  

七和・梅沢 コミュニテイセンター七和 29-2111 

松島 3 /23 水 松島 コミュニテイセンター松島 34- 2942 
栄 3 /24 木 栄 コミュニテイセンター栄 35-1926 

長橋 3 /25 金 長橋 コミュニテイセンター長橋 29一3111 

本
 

庁
  

3 /28 口
刀
 

田町・鎌谷町・烏森・下り枝‘八重菊
一ッ谷‘布屋町・弥生町・松島町 I湊 

9:1 O'-1 2:00 
13:00 -15:00 

コミュニテイ防災センター 
（鎌 谷 町） 

34一9501 

3 /29 火
  

川端町・本町・東町・大町・旭町・上平井町 
・小曲・田川・岩木町・中平井町・寺町 I 
柏原町‘錦町幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

中央コミュニテイセンター 
（上平井町） 33一1532 

3 /30 水
  

敷島町・雛田・下平井町・幾世森・新宮町・ 
新宮岡田・新宮松元・長橋橋元・ 	若葉・
長橋広野（一番～十番） 

しきしまコミュニテイセンター 
（敷 島 町） 34-4503 

3 /31 木
  

栄町・田町・蓮沼・不魚住・元町‘新町
柳町・湊団地 

富士見コミュニテイセンター 
（蓮 	沼） 

35- 02 94 

※4月1日（木）以降は、全地区にっいて、市役所税務課内で申告相談を受付します。窓口の混雑が予想されますので、なるべく上記
の日程においでくださるようお願いします。 ■問い合わせ 税務課市民税係 TEL35-21 11 内線424 ・425・426 

ハb
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みどりを大切に うるおいのある生活を 

緑＠）郵金＠）お固い 
事務局 農政課内線352 

「緑の羽根」 はふるさとを愛するシンボルです。豊

かな自然がもっと広がることを願い、「緑の募金」運

動を展開します。緑があふれるふるさと ／一Iへ、 

を創ってゆくために、皆様のご協力をお I 
願いします。 	 1/r ノ 願いします。 	 1 乙乙フ 

4月1日から育児・介護休業法が

変わります！! 
育児や介護を行う労働者の仕事と家庭の両立をよ 

り一層推進するために、育児・介護休業法が改正さ 

れました。 

〈改正のポイント〉 

①育児休業及び介護休業の対象労働者の拡大 

休業の取得によつて雇用の継続

→ が見込まれるー定の範囲の期間

雇用者は、育児休業・介護休業

がとれる。 

◇募集期間 3月15日因～5月31日因 	I」～ノ 

小児マヒ（ポリオ）予防接種を 
おこないます 健康福祉課り内線245 

期間を定めて解

雇される方（有

期契約労働者） 

は対象外 

②育児休業期間の延長 

子が 1 歳に達す

るまで 

対象家族 1 人に
つき 1 回限り。 
期間は連続3カ

月まで 

対象年齢 生後3 -90カ月未満の乳幼児 

会 場 働く婦人の家・保健センター（新町） 

受付時間 12時30分～12時45分 

対 象 地 区 接種 日 

みどり町・飯詰・梅沢 4 月 8 日金 

松島・長橋・毘沙門・中川 4 月11日（月） 

南小学区・三好・七和 4 月 15 日園 

五小学区・松島町 4 月 19 日因 

栄 4 月 22 日国 

持参するもの 母子手帳と予診票（白色）を記入して 

子が 1 歳を超えても休業が必要

→ と認められるー定の場合には、 

子が1歳6カ月に達するまで育

児休業ができる。 

対象家族 1 人につき、常時介護

→ を必要とする状態に至るごとに 
1回の介護休業ができる。期間

は通算して（のべ）93日まで。 

③介護休業の取得回数制限の緩和 

お持ちください。 

注意事項 発熱など体調の悪いお子さん、他の予防

接種を受けているお子さんは接種間隔についてかか

りつけのお医者さんにご相談し、おいで下さい。お 

④子の看護休暇の創設 

→ 

事業主の努力義

務 

小学校就学前の子を養育する労

働者は、 1年に5日まで、病気 

・けがをした子の看護のために 

休暇を取得できる。 
子さんの健康状態をよく知っている方がお連れくだ 

さい。 ■お問い合わせ・資料請求 

駐車場がせまいので、市役所駐車場もご利用ください。 青森労働局雇用均等室 TELO17(734)421 1 
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あなたも 
作ってみませんか 

健康福祉課 内線234・236 

かつおだし汁…360cc 
みりん 	大さじ 1 
塩 	 小さじ 1 
粗挽き黒こしょう 

	小さじ 1～大さじ 1 
バター 	log 

■材 料（4人分） 

米 	2 カップ 
初雪たけ・・・1 パック 

油揚げ 	1 枚 	A 
人参 
きぬさや 	少々 

しょうが 	1 片 

もやし 	1/2袋 

―初雪たけご飯」 、 ~“‘ーーU 	I 

'""”一7・みプ1ー 
な 

磁m」藤m 篇鵬」『 
1 人分 3llkcal 塩分1.6g 

スパイシ 

Tーマ 

県産晶を使った 

ないしい料理① 
研修会「県産品を使ったおいしい料理」より 

五所川原市食生活改善推進員会 

すくすく健診 
◆場所ー働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間…12時15分から12時30分 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容・・・小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 カ月児・ 

3 歳児）、身体計測発達相談、離乳食試食 
(4 カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4 カ月児健診 平成16年11月生まれ 4 月 5 日（幻 

1歳 6 カ月児健診 平成15年10月生まれ 4 月26日因 

3 歳児健診 平成13年12月生まれ 4 月21日困 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康推進係までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 
◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

4 月 6 日困 ・各月齢での成長、 

4 月20日困 10 :00~ 12 :00 発達、育児、遊び、 

※20日午後は電話予約 13 :00-15 :00 栄養（離乳食等） 
相談 

が必要です。 ・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 

4 月21日困 ・ことばが遅い、発 
10 :00-12 :00 音がききとりにく 

※ 4 月 4 日までに予約 い、どもりなど 
が必要です 

献血のご案内（バス巡回） 
期 日 時 間 場 	所 

3 月24日困 10:00-45:30 東芝メデイア機器株式会社（吹畑 

3 月30日困 

（成分献血） 
虫30-44:30 働く婦人の家・保健センター 

【作り方】 

①米はといで水に30分つけ、ザルに取る。 

②もやしはヒゲを取り千切りにして熱湯をかけ、水洗 

いしてザルに取る。 

③人参・油揚げ・しょうがは千切り、初雪たけはじく 

を落としてほぐす。 

④炊飯器に米とA を入れて混ぜ、③を上にしてスイッ 

チを入れる。 

⑤④が出来たら②を入れ 5 分おき、バターを入れてか 

き混ぜ、ゆでた絹さやを散らす。 
こ わ だ 

《レシビ】青森県食品アドバイザー 小和田慶子氏》 

＊こしょうは粒子が細かいと底に沈んで糊状になり、上手

く炊けない場合があるので荒挽きこしょうを使ってください。 

県産品の初雪たけを使った炊き込み御飯です。その

名のように真っ白な初雪たけは、炊き込んでも美しさ

はそのままです。歯こたえの良さも魅力です。 

※成分献血にご協力頂ける方は、 3 月25日までに健康福祉課へ
ご連絡ください。 

輸血用血液が 

不足しています。 

みなさん献血に

協カしてネッ！ 

、×ーー 	ノ 
青森県の献血キャラワ51「プラツト君」 

媛湖r-j E;: :!筆i嶺愛~ 

月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

3 月20日 ［口
 

佐藤内科小児科医院 弥生町4-2 35-4155 

3 月21日 日
”
  

まっもと整形外科クリニック 下り枝4-4 33-5413 

3 月27日 目
】
  

こどもクリニックおとも 
下り枝8 
長内ビル2F 39-2151 

.1．対応時間（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介云34-4999 ) でも紹介します。 
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